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　６月14日に行われる「小町まつり」に向けて
練習に励む第48代の小町娘７人。先輩小町娘か
ら立ち居振る舞いや礼儀作法を教わり、本番に
備えます
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湯沢南中学校 湯沢南中と須川中が統合
生徒335人湯沢南中学校 湯沢南中と須川中が統合
生徒335人
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▶
入
学
式
終
了
後
、
教
室
に
入
り
、
先

　
生
の
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た

▶
新
入
生
百
七
人
は
緊
張
し
た
面
持
ち

　
で
、
入
学
式
に
出
席
し
て
い
ま
し
た

▶
楽
し
み
な
が
ら
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し

　
て
い
ま
し
た
（
体
育
祭
の
練
習
）

▶
人
文
字
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
（
体

　
育
祭
の
練
習
）

▶
ピ
ア
ノ
の
周
り
で
、
先
生
の
伴
奏
に

　
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
て

　
い
ま
し
た

▶
先
生
と
一
緒
に
数
学
の
問
題
に
臨
ん

　
で
い
ま
し
た

学校統合

　統合してから学校全体が以前よ
りもあいさつがとても良くなりま
した。須川中学校出身の6人は自
分の考えをしっかり持っています。
今までの経験をみんなに「新しい風」
として広めてほしいと思います。

わた なべ よし のり

渡　辺　良　徳 ＰＴＡ会長
おお く ぼ さとし

校　長

　須川中学校出身のみんなと仲良
くしています。最初の自己紹介が
はきはきしていて印象的でした。
あいさつもしっかりしていて見習
いたいと思いました。また、学年
間の交流も増えました。

　湯沢南中学校と一緒になったこ
とで、須川中学校の時よりも活動
範囲が広がりました。また、最初
は緊張しましたが、湯沢南中学校
の生徒がやさしく接してくれたの
で、すぐに仲良くなれました。

こ じま たい よう

小　嶋　太　陽 さん（3年）
と しま さや の

戸　嶋　清　乃 さん（3年）

　須川小学校から湯沢南中学校に
入学しました。生徒がたくさんい
ますが、気軽に話し掛けてくれた
ので、緊張しないでみんなと仲良
くなることができました。今はバ
レーボール部でがんばっています。

さ とう たつ や

佐　藤　竜　也 さん（2年）

う
ん
の
と
も
や

　平成27年４月、須川中学校は湯沢南中学校と一緒になり、横堀・院内・
秋ノ宮・小野の４小学校が統合して雄勝小学校が誕生しました。
　両校とも新たな歴史を刻もうとしています。
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秋ノ宮・小野の４小学校が統合して雄勝小学校が誕生しました。
　両校とも新たな歴史を刻もうとしています。

学校統合
＝新たな歴史の一歩＝
学校統合
＝新たな歴史の一歩＝

　須川小学校出身のみんなと一緒
になったので、仲良くなれるよう
にがんばりたいです。また、たく
さん話し掛けてくれるので、うれ
しいです。

きく ち よう

菊　池　　　陽 さん（1年）

　須川中学校は67年の歴史があり
ます。その校風や伝統を継承して
いきたいと思います。また、子ど
もたちの活動範囲が広がったので、
安心で住み良い環境づくりに努め
ていきたいと思います。

大久保　　　　

　
湯
沢
南
中
学
校
は
、
須
川
中
学

校
出
身
の
六
人
の
生
徒
を
迎
え
、

一
つ
の
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
月
七
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、

大
久
保
　
校
長
が
「
今
年
は
須
川

中
学
校
と
の
統
合
初
年
度
に
な
り

ま
す
。
新
た
な
風
が
吹
き
込
み
、

学
校
生
活
は
さ
ら
に
充
実
し
た
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
生
徒
会
長
の
戸
嶋
清
乃
さ
ん

（
三
年
）
は
「
自
分
の
視
野
が
広

が
り
、
自
信
と
な
る
の
で
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
新
入
生
を
歓
迎
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
生
の

海
野
智
也
さ
ん
（
一
年
）
は
、
勉

強
と
部
活
の
両
立
な
ど
三
つ
の
こ

と
を
が
ん
ば
り
た
い
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

【
今
後
は…

】

　
大
久
保
校
長
は
「
須
川
中
学
校

出
身
の
子
ど
も
た
ち
は
、
社
交
的

な
の
で
、
新
し
い
学
校
に
も
す
ぐ

に
解
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後

は
体
育
祭
・
合
唱
祭
・
文
化
祭
な

ど
の
大
き
な
学
校
行
事
が
あ
り
ま

す
。
須
川
中
学
校
で
の
経
験
を
生

か
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を

た
く
さ
ん
出
し
て
、
さ
ら
に
充
実

し
た
行
事
に
な
る
よ
う
に
み
ん
な

と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
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▶
開
校
式
で
指
揮
を
し
た
作
曲
者
柿
崎

　

さ
ん
。「
児
童
の
目
が
輝
い
て
い
ま

　

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た

▶
齊
藤
市
長
か
ら
新
調
し
た
校
旗
を
受

　

け
取
っ
た
菊
地
校
長
（
開
校
式
）

▶
五
月
十
七
日
の
運
動
会
で
一
年
生
が
お

　

母
さ
ん
た
ち
と
力
く
ら
べ
を
し
ま
し
た

▶
五
月
一
日
、
雄
勝
中
学
校
と
合
同
の

　

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た

▶
入
学
式
後
、
新
入
生
は
教
室
に
入
り
、

　

先
生
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た

▶
在
校
生
は
新
入
生
を
歓
迎
す
る
歌
を

　

歌
い
ま
し
た
（
入
学
式
）

学校統合 学校統合

　おがち保育園
以来の友達に会
えました。女子
の人数が増えた
こともうれしい
です。

　クラスの人数
が増えて、恥ず
かしかったです
が、友達がたく
さんできたので
うれしいです。

　男子と遊んで
いましたが、人
数が増えて、女
子とも一緒に遊
ぶようになり楽
しくなりました。

　ドッジボール
や鬼ごっごなど
大勢で一緒に遊
べるものが増え
たので、満足し
ています。

　学校が一つに
なったので、友
達が増えました。
みんなと過ごす
時間がとても楽
しいです。

　教科により先
生が替わる時も
あるので、勉強
が楽しいです。
みんなで遊ぶの
も楽しいです。

　小規模校から大人数になったの
で、人と関わりながら学習したり
生活したりすることを意識できる
ようになりました。また、合同で
行っているあいさつ運動を通じ、
中学生との交流が深まりました。

　新しい仲間ができて楽しいこと
が増えたので、子どもたちの表情
がさらに明るくなった気がします。
また、教育はコミュニケーション
だと思っていますので、地域間の
交流も深めていきたいと思います。

丹　羽　愛　依 さん（6年）門　脇　武　琉 さん（6年）藤　原　朋　記
かど わき たけ る

さ とう ひろ あき

ふじ わら とも き

なが くら まさ と

たん ば め い

ふき や れ な

さん（6年）

吹　谷　麗　奈 さん（6年）佐　藤　央　　 さん（6年）長　倉　聖　翔 さん（6年）

おし きり そう きゅう

押　切　宗　弓 ＰＴＡ会長
きく ち ま き お

菊　地　真喜夫 校　長

一、山は友だち
　　木はいつも　りんりん元気でいいにおい
　　葉っぱはさらさら　やさしい音（ね）
　　ぼくらを守る　深い山
　　ポケットいっぱい　木の実をくれた
　　ひらこう　からだ
　　ゆったりすくすく　伸びていこう

二、川は友だち
　　水面で　光のつぶがおどってる
　　足をつければ　速い水
　　ぼくらを育てる　澄んだ川
　　バケツにいっぴき　小魚くれた
　　ひらこう　ひとみ
　　自然のふしぎ　おいかけよう

三、君は友だち
　　つらい時　そっとにぎってくれた手が
　　あたたかかったよ　ありがとう
　　ぼくらをつなぐ　雄勝小
　　笑顔いっぱい　広がるところ
　　ひらこう　こころ
　　やさしく強い　人になろう

作　詞　杉　田　浩　子

作　曲　柿　崎　希　夢

こひろたすぎ

むのぞざきかき

【校　歌】 【校　章】

◆デザイン原案 

［当時院内小学校6年生］

　応募のきっかけは、校章のデ
ザイン作成に興味があったから
です。デザインは、お母さんと
話し合いながら決めました。完
成した時はうれしかったです。
　

鎌田光帆さん（雄勝中学校2年）
かま みだ ほ

『校章図案の意味』
　雄勝にそびえ立つ山々と、清く流れる雄物川、そして
雄勝には、しゃくやくの花があります。しゃくやくの花
と大きな緑の葉がまわりを囲むイメージで、雄勝全体を
表しています。

「
元
気
に
ス
マ
イ
ル
、

　
　
　
　
　
　
雄
勝
っ
子
」

「
元
気
に
ス
マ
イ
ル
、

　
　
　
　
　
　
雄
勝
っ
子
」

雄勝小学校 横堀小・院内小・秋ノ宮小・小野小が統合
児童237人雄勝小学校 横堀小・院内小・秋ノ宮小・小野小が統合
児童237人

　

四
月
六
日
、
新
生
「
雄
勝
小
学

校
」
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
新
校

舎
で
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

齊
藤
市
長
が
「
新
し
い
仲
間
と

協
力
し
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
過

ご
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
歴

史
と
伝
統
を
礎
と
し
て
、
雄
勝
小

学
校
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
齊
藤
市
長
か
ら
新
調
し

た
校
旗
を
受
け
取
っ
た
菊
地
真
喜

夫
校
長
は
「
今
日
は
雄
勝
小
学
校

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

新
し
い
学
校
と
新
し
い
友
達
、
新

入
生
を
含
め
る
と
二
百
三
十
七
人

の
新
し
い
小
学
校
が
誕
生
し
ま
し

た
。
新
し
い
伝
統
を
築
く
と
と
も

に
、
笑
顔
を
輝
か
せ
て
、
お
互
い

に
学
び
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
歩
夢
さ
ん
（
六
年
）

が
、
家
族
や
地
域
の
た
め
に
が
ん

ば
る
三
つ
の
こ
と
を
約
束
し
、

「
さ
あ
、
作
り
上
げ
よ
う
新
小
学

校
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

【
今
後
は…

】

　

菊
地
校
長
は
「
集
団
の
中
で
一

人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
集
団
の
ル
ー
ル
や
規
律

を
し
っ
か
り
と
守
り
、
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
学
習
を

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
教
育
方

針
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

さ
と
う
あ
ゆ
む



●特別会計予算の執行状況

●上水道事業会計予算の執行状況

●一般会計予算の執行状況

■問い合わせ
　財政課財政班（☎73‒2114）へ

　平成27年3月31日現在の
平成26年度予算の執行状況
をお知らせします。

※各項目の数値は、表示単位未満
を四捨五入しているため、合計が
一致しない場合があります。
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●市税の内訳
一般会計の市税収入済額の内訳は次のとおりです。

市 　 民 　 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市町村たばこ税
入 　 湯 　 税
合　　計

15億 621万円
20億2,836万円
1億1,942万円
3億3,320万円
3,216万円

40億1,935万円

●市債（地方債）の状況

平成27年3月31日現在
市債（地方債）残高

一般会計　290億4,067万円
特別会計　170億9,951万円
公営企業会計　 44億2,168万円

合　　計　505億6,186万円
（市民１人当たり　　104万円）

歳出
＜内訳＞

民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

農林水産業費

諸 支 出 金

そ の 他

83億1,711万円

48億8,506万円

39億6,674万円

35億8,976万円

34億8,565万円

28億2,277万円

18億8,457万円

15億5,005万円

9億4,851万円

7億3,898万円

4億9,061万円

予算現額

68億7,539万円

27億5,841万円

34億6,045万円

35億8,391万円

31億2,159万円

13億7,488万円

18億4,495万円

12億 801万円

9億 948万円

4億5,552万円

3億5,925万円

支出済額

82.7％

56.5％

87.2％

99.8％

89.6％

48.7％

97.9％

77.9％

95.9％

61.6％

73.2％

支出率区　　分予 算 額　8億6,286万円
収入済額　8億5,267万円

（収入率98.8％）

【収入】

予 算 額　1億9,863万円
収入済額　1億1,042万円

（収入率55.6％）

【収入】

【支出】
予 算 額　 8億4,483万円
支出済額　 8億1,778万円

　（支出率96.8％）

【支出】
予 算 額　 7億5,955万円
支出済額　 7億 780万円

　（支出率93.2％）

収益的
収　支

（営業経費）

資本的
収　支

上水道事業

（建設経費）

■給水戸数　12,667戸　　　　■給水量　3,175千㎥
■主な建設改良事業

歳入
125億5,734万円

55億6,576万円

52億3,947万円

39億7,473万円

22億8,754万円

8億7,117万円

5億8,245万円

4億6,106万円

2億6,792万円

8億7,237万円

予算現額

125億5,734万円

45億 671万円

3億1,960万円

40億1,935万円

12億2,532万円

8億2,133万円

5億8,245万円

4億6,106万円

2億6,792万円

8億 963万円

収入済額

100.0％

81.0％

6.1％

101.1％

53.6％

94.3％

100.0％

100.0％

100.0％

92.8％

収入率

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

市　　　　　　債

市　　　　　　税

県 支 出 金

諸 収 入

地方消費税交付金

繰 越 金

地 方 譲 与 税

そ の 他

区　　分

＜内訳＞

326億7,981万円
予算現額

255億7,071万円
収入済額 収入率

〔78.2%〕
64億1,644万円

4億8,667万円

52億7,609万円

3億2,211万円

2億3,642万円

3億 480万円

1,672万円

4,080万円

3,830万円

2,713万円

7億6,986万円

21億3,169万円

160億6,703万円

59億6,943万円

4億6,604万円

42億4,771万円

2億3,860万円

2億2,309万円

2億4,049万円

1,738万円

4,109万円

3,814万円

603万円

1億8,868万円

6億 536万円

122億8,204万円

57億8,979万円

4億8,168万円

47億3,577万円

3億 669万円

2億1,622万円

2億8,706万円

58万円

1,465万円

868万円

2,697万円

7億2,133万円

19億 762万円

144億9,704万円

予算現額

93.0％

95.8％

80.5％

74.1％

94.4％

78.9％

103.9％

100.7％

99.6％

22.2％

24.5％

28.4％

76.4％

会　計　名
収入済額 収入率 支出済額 支出率

歳　　出歳　　入

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス

養護老人ホーム愛宕荘

皆 瀬 更 生 園

湯 沢 財 産 区

院 内 財 産 区

秋 ノ 宮 財 産 区

墓 地 公 園

簡 易 水 道

下 水 道

合 　 　 計

90.2％

99.0％

89.8％

95.2％

91.5％

94.2％

3.5％

35.9％

22.7％

99.4％

93.7％

89.5％

90.2％

326億7,981万円
予算現額

259億5,184万円
支出済額 支出率

〔79.4%〕

・配水管布設工事　 1億5,148万円
・配水管布設替工事　 1億4,119万円

※用語の解説

一般会計
市の予算の中心を成すもので、
福祉や教育、道路の整備など、
市の一般的な経費を扱う会計です。

特別会計
特定の歳入をもって特定の事業
を行うために、一般会計と区別
して設けられた会計です。

市債（地方債）
歳出の財源とするため、市が借
り入れる長期借入金（返済が複
数年度にわたるもの）です。

公債費
市債（地方債）の元利償還金な
どの経費です。

収益的収支
定期的に行われる企業活動に伴
い、年度内に発生すると見込ま
れる全ての収益とそれに対応す
る費用です。

資本的収支
施設の整備や企業債の償還元金
等の支出、これに要する資金と
しての企業債収入です。

平
成
26
年
度
予
算
の
執
行
状
況

予算構成割合

2.7％

38.4％

17.0％

16.0％

12.2％

7.0％

2.7％
1.8％ 1.4％
0.8％

予算構成割合

25.5％

14.9％

12.1％

11.0％

8.6％

2.9％

10.7％

5.8％

4.7％

1.5％2.3％



2015.06.01 2015.06.01
89

子育て世帯臨時特例給付金の
申請が始まります

平成27年6月分の児童手当（特例給付を除く）の受
給者であり、平成26年の所得が児童手当の所得制限
額未満の人が対象となります。
※特例給付とは…
　児童1人当たり月額一律5,000円が支給されるこ
　とをいいます。

　支給対象者は、27年6月分の児童手当の対象と
　なる児童です。
　臨時福祉給付金の対象児童および生活保護制度の
　被保護者に当たる児童も対象に含みます。

　対象児童一人につき3,000円

　5月31日

　○申請先　福祉課児童福祉班または各総合支所
　　　　　　市民サービス班
※6月1日以後湯沢市へ転入してきた人は、 5月31日
時点で住民票のある市区町村が申請先となりますの
で、ご注意ください。
　○申請期間　6月1日（月）～9月30日（水）
　　　　　　　／土・日曜日、祝日を除く
※申請書不備などにより訂正を求める場合もありま

すので、時間に余裕を持ってお手続きください。郵
送による申請の場合、当日消印有効。
　○提出書類　子育て世帯臨時特例給付金申請書　
　　　　　　　（請求書）
◆市から児童手当法に基づく児童手当などを受給し
ている人には、下記のとおり申請書などを送付して
います
　①：児童手当の現況届対象者
　　　児童手当の現況届書類と一緒に送付　　　
　②：①以外の人
　　　個別に送付
※公務員には勤務先から申請書が配布されています。
◆受け取り方法に児童手当の振込口座と異なる口座
　を指定する場合は、申請書裏面に以下の書類を貼
　り付けしてください
　▷本人確認書類
　　住民基本台帳カードまたは運転免許証、旅券な
　　どの写し
　▷指定した口座が確認できる書類
　　預貯金通帳またはキャッシュカードの写し

　給付金は、申請書に記載した指定口座に振り込み
　ます。
　●支払日：10月初旬から
※金融機関の口座を持っていないなど、振り込みによ
る支給が困難な場合は窓口で受け取ることができます。

　児童手当・特例給付を受給している人は、6月中に「児童手当・特例給付現況届」を提出しなければなりません。
　「児童手当・特例給付現況届」には、6月1日時点の状況などを記入の上、提出していただき、引き続き児童手
　当などを受給する要件を満たしているかを確認します。
◎ご注意ください◎
　「児童手当・特例給付現況届」を提出しないままにしておくと、6月分以降の児童手当・特例給付の支給が止
　まってしまいますのでご注意ください。
　なお、児童手当・特例給付を受給している人に「児童手当・特例給付現況届」を送付しています。6月中に必
　ず提出してください。

◇支給対象者

◇対象児童

◇支給額

◇申請方法

◇基準日

◇給付金の支払い

平成27年6月分以降の児童手当などを受け取るには、

「児童手当・特例給付現況届」の提出が必要です
ご確認
ください
ご確認
ください

　市では、自立した自治体運営に向けて「第3期行財政改革推進プログラム」（実施期間：25年度～27年度）に取り
組んでいます。第3期2年目（26年度）の主な取り組みをお知らせします。

「第３期湯沢市行財政改革推進プログラム」進捗状況

行財政改革
〇問い合わせ　財政課財政班（☎73-2114）へ

子育て世帯臨時特例給付金の
申請が始まります

自主財源の確保1
　ふるさと納税の推進、不要な土地の売却・貸付
などに取り組んだほか、市が保有する債権の管理
体制について債権管理推進部会を立ち上げて検討
を重ねました。

　ふるさと納税は、寄付件数9,291件、総額8,635万円で
した。クレジットカード支払い収納や特産品の贈呈など
により昨年度に比べ寄付金額が約16倍になりました。

適正な定員管理と職員の意識
改革・能力開発施策の推進２

　第二次定員管理計画に基づく職員数の削減、
福祉施設などへの職員派遣の見直し、職員の能
力向上を目的とした各種研修、協定に基づく金
融機関との人事交流などを行っています。

　平成25年4月1日現在の職員数564人に対し、26年4月1日
現在は556人となっており、1年間で8人削減しました。

組織機構の見直し3
　防災・危機管理体制の強化を
図るため、災害対策に係る専門
的・総合的な知識と経験を持つ
防災監を配置しました。また、
子育て支援機能を強化し、総合
的な子育て支援事業を展開する
ため、湯沢市子育て支援総合
センターを設置しました。

事務事業の見直し4
　文書管理の仕組みを従来の
簿冊管理からフォルダ管理に
移行したことで、事務能率が
向上しました。また、内部事
業評価委員会により事務事業
について評価を行うとともに、
評価結果を27年度予算編成に
反映させました。

　委員会は中堅職員で構成しており、
事務事業評価のほか、積年の課題で
ある克雪対策に向けた素案を取りま
とめました。

公有財産の見直し
　　　  整理・統合

5
　財産の種類ごとにテーマを分
類し（行政財産・公の施設・民
営化・統合解体）、関係者と協
議しながら適切な財産管理に向
けて取り組みを進めています。

　役割を終えた施設の用途廃止や老朽施
設の解体・撤去などを行いました。今後は、
公共施設等総合管理計画の策定を通して、
より計画的な管理体制の構築を図ります。

○問い合わせ　福祉課児童福祉班（☎78‒0166）へ

◎子育て世帯臨時特例給付金とは・・・
　消費税率の引上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に対して、臨時特例
　的な給付措置として「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。
○問い合わせ　福祉課児童福祉班（☎78‒0166）へ

◎子育て世帯臨時特例給付金とは・・・
　消費税率の引上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に対して、臨時特例
　的な給付措置として「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。
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歯
か
ら
の
ケ
ア
が
永
久
歯
の

未
来
へ
の
第
一
歩

　
湯
沢
市
の
子
ど
も
の
む
し
歯
の
罹
患
率
は

こ
の
十
年
で
約
半
数
に
ま
で
下
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
へ
の
、

保
護
者
の
関
心
が
高
ま
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
一
歳
半
か
ら
三
歳
ま
で
の

間
に
む
し
歯
罹
患
率
が
上
が
っ
て
し
ま
う
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　「
乳
歯
は
生
え
変
わ
る
か
ら
」
と
、
乳
歯

の
む
し
歯
を
あ
ま
り
気
に
掛
け
な
い
人
も
い

ま
す
。
し
か
し
、
乳
歯
が
重
症
な
む
し
歯
に

な
る
と
、
そ
の
下
で
形
成
さ
れ
て
い
る
永
久

歯
の
発
育
不
全
が
起
こ
っ
た
り
、
生
え
変
わ

り
が
う
ま
く
い
か
ず
、
歯
並
び
に
影
響
が
で

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
な
永
久

歯
の
た
め
に
は
、
乳
歯
を
む
し
歯
に
し
な
い

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
む
し
歯
の
原
因
は
大
き
く
三
つ
。
こ
の
原

因
に
対
し
て
ど
ん
な
予
防
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

①
糖
分
（
甘
い
飲
食
物
）

　
糖
分
が
入
っ
て
く
る
と
、
口
の
中
は
酸
性

　
に
な
り
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
状
態
に
な

　
り
ま
す
。
だ
ら
だ
ら
と
長
い
時
間
に
わ

　
た
っ
て
食
べ
る
の
は
禁
物
で
す
。
食
事
は

　
も
ち
ろ
ん
、
お
や
つ
も
決
ま
っ
た
時
間
に

　
食
べ
る
の
が
理
想
で
す
。

②
む
し
歯
菌

　
歯
垢
の
も
と
に
な
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
。

　
歯
を
溶
か
す
歯
垢
を
取
り
除
く
に
は
歯
磨

　
き
が
基
本
で
す
。
食
べ
た
ら
磨
く
習
慣
を

　
つ
け
、
小
学
校
低
学
年
ま
で
は
仕
上
げ
磨

　
き
も
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

③
歯
の
質

　
む
し
歯
予
防
に
は
歯
の
質
を
丈
夫
に
す
る

　
こ
と
も
大
切
で
す
。
歯
の
質
を
強
く
す
る

　
方
法
と
し
て
、
フ
ッ
素
の
利
用
が
最
も
効

　
果
的
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
む

　
し
歯
に
な
り
に
く
い
強
い
歯
を
保
て
る
と

　
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
は
大
人
の
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歯
周

病
の
初
期
症
状
で
あ
る
歯
肉
炎
は
、
早
く
て

三
、
四
歳
頃
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。
歯
の
生
え

変
わ
り
時
期
に
増
加
し
、
十
二
歳
の
永
久
歯

が
生
え
そ
ろ
う
頃
に
多
く
見
ら
れ
、
思
春
期

で
は
十
五
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
約
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
は
歯
肉
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
子
ど
も
の
歯
肉
炎
は
、
永
久
歯
列
に
な
っ

た
と
き
に
、
将
来
歯
周
病
に
移
行
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
歯
周
病
予
防
を
し
っ
か
り
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

ど
も
の
歯
肉
炎
は

　
　
歯
周
病
の
は
じ
ま
り
で
す

周
病
は
全
身
の
病
気
に

　
　
　
　
　
　
影
響
し
ま
す

◆
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
歯
科
保
健
指
導
（
一
歳
児
）

　
一
歳
頃
に
な
る
と
、
乳
歯
が
四
本
か
ら
八

本
ほ
ど
生
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
離
乳
食
の
完
了
期
、
幼
児

食
へ
の
移
行
期
で
も
あ
り
、
良
い
食
生
活
へ

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
歯
や
口
を
清
潔
に
保

つ
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
、
市
で
は
一
歳
児
育
児
相
談
会
で
、
歯

科
衛
生
士
が
保
護
者
に
対
し
健
康
教
育
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
歯
科
健
康
診
査
（
一
歳
六
カ
月
児
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
歳
児
、
三
歳
児
）

　
乳
歯
の
む
し
歯
予
防
と
生
活
習
慣
改
善
の

機
会
と
す
る
た
め
、
歯
科
健
康
診
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
二
歳
児
歯
科
健
診
は
医
療

機
関
方
式
で
あ
り
、歯
科
健
診
の
ほ
か
、フ
ッ

素
塗
布
お
よ
び
歯
科
保
健
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

り
か
ん

り
か
ん

46 46
「おくりたい  未来の自分に  きれいな歯」「おくりたい  未来の自分に  きれいな歯」
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む
し
歯
や
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
歯
周
病
菌
は

全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
歯
周
病
の
原

因
菌
が
血
管
内
に
入
り
込
む
と
心
臓
病
を
引

き
起
こ
し
た
り
、
動
脈
硬
化
を
悪
化
さ
せ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
八
十
歳
以
上
で
、
十
本
以

上
自
分
の
歯
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
生
存
期

間
が
長
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
歯

と
口
の
状
態
が
良
い
ほ
ど
、
寿
命
も
長
い
の

で
す
。

　
生
涯
の
口
腔
状
態
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
の

歯
磨
き
習
慣
、
生
活
習
慣
が
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
子
ど
も
に
歯
と
口
の
大
切
さ
を
教
え

る
こ
と
は
、
生
涯
の
歯
を
守
る
こ
と
、
健
や

か
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
市
で
実
施
し
て
い
る
幼
児
期
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
ま
で
の
歯
科
保
健
事
業

▼
市
で
実
施
し
て
い
る
幼
児
期
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
ま
で
の
歯
科
保
健
事
業

歯周病

る
こ
と
は

か
な
生
活

呼吸器疾患

糖尿病

心臓病

早期低体重児
出産

動脈硬化

■歯周病の原因菌による
　　　　　　　全身への影響

　「あなたの体で生きるために欠かせない器官は」と聞かれて、一番に「歯」「口」と答え
る人は少ないかもしれません。しかし、歯や口は、「食べる」「噛む」「話す」「表情をつくる」
など、私たちが心豊かに生きるために欠かせない役割を担っています。小さい時から歯と
口の健康をしっかり守りましょう。
○問い合わせ　健康対策課（☎73‒2124）へ

▲一歳育児相談会の様子

乳む

子

歯

 

し
歯
の
原
因
と
予
防

◆
フ
ッ
素
塗
布
事
業

　
　
　
　
　（
一
歳
六
カ
月
児
、
三
歳
児
）

　
生
え
た
て
の
乳
歯
は
、
歯
の
質
が
弱
く
む

し
歯
に
な
り
や
す
い
状
態
で
す
。そ
の
た
め
、

一
歳
六
カ
月
児
健
診
か
ら
三
歳
児
健
診
ま
で

の
わ
ず
か
一
年
半
の
間
に
む
し
歯
に
な
る
子

が
急
増
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
フ
ッ
素
に
は
①
む
し
歯
菌
の
働
き
を
抑
制

す
る
②
歯
の
質
を
強
く
す
る
働
き
が
あ
る
た

め
、
フ
ッ
素
を
塗
る
と
む
し
歯
予
防
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
二
十
五
年
度
か
ら
フ
ッ

素
塗
布
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素

塗
布
に
加
え
、
よ
り
早
い
時
期
に
歯
科
保
健

に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
、
食
生
活

や
歯
磨
き
な
ど
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
確
立

し
て
も
ら
う
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
有
効
期

間
内
に
歯
科
医
院
を
受
診
し
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
で
実
施
し
て
い
る
二
歳
児
歯
科
健
診
で

も
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
継
続
し
て
フ
ッ
素
塗
布
し
、
む
し

歯
に
な
り
に
く
い
強
い
歯
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

◆
フ
ッ
素
洗
口
事
業（
年
長
児
、小
・
中
学
生
）

　
平
成
二
十
年
度
か
ら
、市
内
の
年
長
児
、小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
て
フ
ッ
素
洗
口
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
各
施
設
の
協
力
の
も
と
、
現
在
で

は
、
市
内
全
て
の
保
育
施
設
・
学
校
で
実
施
し

て
お
り
、
二
十
六
年
度
は
九
十
八
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
子
ど
も
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
永
久
歯
が
生
え
る
前
の
四
、
五
歳
か
ら
生

え
そ
ろ
う
中
学
生
ま
で
続
け
る
と
む
し
歯
が

半
分
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
フ
ッ
素
洗

口
。市
で
開
始
し
て
か
ら
七
年
経
過
し
、徐
々

に
そ
の
効
果
も
現
れ
て
き
ま
し
た
。
　
　

　
フ
ッ
素
洗
口
開
始
前
の
十
七
年
度
と
開
始

後
の
二
十
五
年
度
の
む
し
歯
罹
患
率
を
比
較

す
る
と
、小
学
六
年
生
で
は
八
十
一
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
四
十
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

▲フッ素洗口の様子

か

ヵ月



居室

寝室
警
報

12
2015.06.01

功績・功労を
　　　たたえて

2015.06.01
13

火災から身を守るため
住宅用火災警報器
を設置しましょう！

　

湯
沢
市
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

建
物
火
災
が
既
に
六
件
発
生
し
て
お
り
、

火
災
が
多
発
し
た
昨
年
同
期
と
同
じ
発
生

件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
（
五
月
十
日
現

在
）。

　

住
宅
火
災
で
は
、「
逃
げ
遅
れ
」
が
原

因
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
、

中
で
も
就
寝
中
に
犠
牲
に
な
る
危
険
性
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
傷
者
根
絶
と
住
宅
火
災

の
被
害
軽
減
の
た
め
に
も
、「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
の
設
置
は
大
変
重
要
で
す
。

　

ま
だ
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
が
あ

り
ま
し
た
ら
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

湯
沢
雄
勝
地
域
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
お
よ
び
維
持
基
準
に
つ
い
て
は
、

政
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
湯
沢
雄

勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
火
災
予
防
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
条
例
で
は
、
煙
の
感
知
で
知

ら
せ
る
「
煙
式
」
の
設
置
を
義
務
付
け
て

お
り
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
全
て
の
寝
室
（
子
ど
も
部
屋
な
ど
で
も
、

　

人
が
寝
る
部
屋
は
全
て
）

②
寝
室
が
２
階
以
上
に
も
あ
る
場
合
は
、

　

そ
こ
に
至
る
階
段

※

設
置
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、
下
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寝室
警
報

警
報

階段
居室

居室寝室
警
報

警
報

階段
居室居室

居室

警
報

寝室 居室

　

地
元
の
情
報
や
地
理
に
詳
し
く
、
迅

速
に
対
応
で
き
る
消
防
団
は
、
地
域
の

安
全
を
保
つ
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

　

の
人

○
配
属
分
団　

居
住
す
る
地
区
の
分
団

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
班

　
（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

●住宅用火災警報器を取り付ける部屋・・・取付例

※一例ですので詳しくは、お近くの
消防署または分署へ問い合わせくだ
さい。

◇問い合わせ
・湯沢雄勝広域市町村圏組合消防署
　（☎73‒3151）　　　　　　　
・稲川分署（☎42‒2330）
・雄勝分署（☎52‒3080）
・皆瀬分署（☎46-2101）

◇
◆
消
防
団
員
を

　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
◆
◇

設置していますか？

天井取り付け式

壁取り付け式

住宅用火災警報器

2階建

階段
居室

居室

居室

寝室
警
報

1階建

平
成
十
八
年
六
月
の
消
防
法
改
正
に
よ

り
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

【
地
方
自
治
功
労
】

【
地
方
自
治
功
労
】

【
消
防
功
労
】

【
消
防
功
労
】

高橋　政藏　さん佐藤　榮司　さん

鈴木　清春　さん高橋　　正　さん

たかはしさとう

たかはし すずき

（77） （79）

（83）（75）

瑞
宝
双
光
章
【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
　
　
　
　
　
警
察
功
労
】

横山　勝友　さん
よこやま

　
四
十
二
年
間
に
わ
た
り
警
察
官
と
し

て
、
遭
難
救
助
活
動
な
ど
住
民
の
生
活

安
全
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　「
消
防
の
か
た
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
」

（71）

瑞
宝
双
光
章
【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
　
　
　
　
　
消
防
功
労
】

たかはし

　
四
十
二
年
間
に
わ
た
り
警
察
官
と

し
て
、
交
通
事
故
捜
査
な
ど
地
域
の

安
全
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　「
家
族
の
支
え
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
交
通
安
全
活
動
な
ど
を
通
し

て
事
故
の
防
止
に
努
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
恩
返
し
し
た
い
で
す
」

髙橋　正光　さん（71）

三春　廣義　さん
みはる

（66）

瑞
宝
双
光
章
【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
　
　
　
　
　
警
察
功
労
】

　
昭
和
四
十
八
年
に
湯
沢
雄
勝
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
職
員
と
し
て
採
用
さ

れ
、
平
成
二
十
一
年
に
消
防
司
令
長
と

し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
地
域
消
防
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　「
職
場
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
が

あ
っ
て
の
受
章
で
、感
謝
し
て
い
ま
す
」

まさぞうえいじ

ただし きよはる

まさみつ

ひろよし かつとも

今年の「春の叙勲」と「危険業務従事者叙勲」
を受章された皆さんをご紹介します。

寝室1階のみ 寝室2階のみ 寝室1階・2階

　
平
成
六
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
市

議
会
議
員
と
し
て
副
議
長
、
議
会
運

営
委
員
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員
長

な
ど
を
歴
任
。
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　「
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ま
を
代
表
し

て
受
章
し
ま
し
た
」

　
昭
和
三
十
六
年
に
旧
湯
沢
市
消
防

団
に
入
団
。
合
併
後
、
湯
沢
市
消
防

団
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
。
災
害

に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
消
防
強

化
と
民
生
の
安
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　「
受
章
で
き
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
家
族
が
喜
ん
で
い
ま
し
た
」

　
昭
和
三
十
八
年
に
雄
勝
町
消
防
団

に
入
団
し
、
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
。

地
域
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
長
年
に

わ
た
り
住
民
の
生
活
安
定
と
福
祉
の

向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
支
え
て
く
れ
た
仲
間
と
家
族
に
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
昭
和
三
十
三
年
に
旧
湯
沢
市
職
員

に
採
用
さ
れ
、
総
務
部
長
、
総
務
課

長
な
ど
を
歴
任
。
さ
ら
に
平
成
九
年

か
ら
五
年
間
収
入
役
を
務
め
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　「
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
お

か
げ
で
受
章
で
き
ま
し
た
」

今年の「春の叙勲」と「危険業務従事者叙勲」
を受章された皆さんをご紹介します。



　

一
昨
年
、
国
道
3
9
8
号
宮
城
県
境
付

近（
皆
瀬
地
域
小
安
奥
山
国
有
林
内
）で
採

取
さ
れ
た
自
生
山
菜
「
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
」

か
ら
国
の
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
基
準
値

（
100
ベ
ク
レ
ル
）を
超
え
る
放
射
性
物
質

（
セ
シ
ウ
ム
）が
検
出
さ
れ
、
本
市
に
対
す

る
自
生
山
菜
「
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
」
の
出
荷

自
粛
要
請
が
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
皆
瀬
地
域
県
境
付
近
の
二
箇
所

で
採
取
し
た
検
体
か
ら
基
準
値
を
超
え
る

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
て
も
直
ち
に
健
康
に
影
響
を
与
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
次
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
採
ら
な
い
②
食
べ
な
い
③
人
に
あ
げ
な

い
④
販
売
し
な
い

　

今
年
度
も
、
県
の
計
画
に
基
づ
き
、
自

生
山
菜
の
放
射
性
物
質
調
査
を
県
と
市
が

共
同
で
行
い
ま
す
。

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
随
時
市
民
の

皆
さ
ん
へ
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
班

（
☎
55
8
2
5
0
）ま
た
は
県
農
業
経
済

課（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
7
6
3
）

へ

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
六
月
末
日
ま
で
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
五
月
下
旬
に

農
業
者
年
金
基
金
よ
り
現
況
届
が
郵
送
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
支
給
が

差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
提
出
期
限　

6
月
30
日
㈫

◯
提
出
先　

左
記
ま
た
は
各
総
合
支
所

◯
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
農
務
班
（
☎
73
2
1
3
8
）
へ

　

平
成
二
十
七
年
度
所
得
証
明
（
平
成
二

十
六
年
中
の
所
得
に
関
す
る
証
明
）
に
つ

い
て
は
、
六
月
五
日
㈮
か
ら
発
行
し
ま
す
。

　

同
一
世
帯
以
外
の
人
が
代
理
で
申
請
す

る
場
合
は
委
任
状
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
各
種
証
明
書
の

不
正
な
請
求
を
防
ぐ
た
め
、
申
請
の
際
は

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を
書
類
な
ど

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）で
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
情
報
を
守
る
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

6
月
14
日
㈰
午
前
5
時
30
分

〜
7
時
30
分
帰
着
予
定
／
雨
天
中
止

※
午
前
五
時
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
前
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

市
民
大
学
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

1
集
会
室

◯
演　

題　
「
犬
・
猫
と
暮
ら
し
心
を
豊

か
に
」

◯
講　

師　

県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
職
員

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

6
月
21
日
㈰
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
帰
着
予
定

※
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
て
受
け
付
け
し
、
現

地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
。

◯
コ
ー
ス　
（
雄
勝
地
域
）
平
成
園
↓
東

山
公
園
↓
御
返
事
↓
道
の
駅
お
が
ち

（
約
10
㎞
）

◯
参
加
料　

千
円

◯
対　

象　

全
コ
ー
ス
を
完
歩
で
き
る
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◯
持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

自
生
山
菜「
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
」

出
荷
自
粛
要
請

現
在
も
継
続
中

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.06.01
15

2015.06.01
14

農
業
者
年
金
受
給
者

「
現
況
届
」
の
提
出
は

６
月
末
日
ま
で
に

所
得
証
明
の
発
行

健
康
ウ
ォ
ー
ク

〜
御
嶽
山
コ
ー
ス
〜

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

第
17
回

湯
沢
の
街
の
健
康
歩
こ
う
会

　

健
脚
者
向
け
の
コ
ー
ス
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
20
日
㈯

◯
参
加
料　

五
百
円

○
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
用
紙
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
8
日

㈪
か
ら
12
日
㈮
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

最
寄
り
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

市
奨
学
生
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

奨
学
生
に
決
定
さ
れ
た
人
に
は
、
左
記
月

額
を
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
貸
し
付
け
し

ま
す
。

◯
募
集
締
切　

6
月
25
日
㈭
ま
で

◯
貸
付
額　
（
無
利
子
）▼
高
等
学
校
等
＝

月
額
一
万
五
千
円
以
内
▼
高
等
専
門
学

校
＝
月
額
二
万
円
以
内
▼
大
学
等
＝
月

額
三
万
円
以
内

※
入
学
一
時
金
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務

課
総
務
班
（
☎
73
2
1
6
1
）
へ

　

平
成
二
十
八
年
度
に
使
用
す
る
教
科
書

の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。各
教
科
書
会
社
か

ら
出
版
さ
れ
た
教
科
書
を
実
際
に
ご
覧
に

な
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

6
月
19
日
㈮
〜
7
月
2
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ
ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
教
育
庁
南
教
育

事
務
所（
☎
0
1
8
2
32
1
1
0
1
）へ

　

自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
四
月
一
日
以
降
に

移
転
登
録（
転
売
な
ど
）し
た
と
き
で
も
四

月
一
日
現
在
の
所
有
者
が
全
額
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
最
寄
り
の

金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
期
限　

6
月
30
日
㈫

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
総
合
県
税
事
務

所
納
税
部
収
納
管
理
課
（
☎
0
1
8
―

8
6
0
―
3
3
3
1
）
ま
た
は
同
雄
勝

支
所
（
雄
勝
地
域
振
興
局
一
階
☎
73
3

 

1
8
1
）
へ

【
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習
】

・
と　

き　

7
月
2
日
㈭
、
3
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
第
二
種
電
気
工
事
士

技
能
試
験（
上
期
）準
備
講
習

（
公
表
問
題
の
練
習
）】

・
と　

き　

7
月
7
日
㈫
〜
10
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

・
定　

員　

20
人

【
ワ
ー
ド
基
礎
講
習
】

・
と　

き　

7
月
16
日
㈭
、
17
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
建
築
塗
装
技
能
検
定実

技
直
前
対
策
講
習
】

・
と　

き　

7
月
（
試
験
日
10
日
前
頃
予

定
）／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
簿
記
Ⅱ（
補
助
簿
の
作
成
と
決
算
処
理
）】

・
と　

き　

7
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

○
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

○
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

○
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）
へ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◯
受
験
資
格　

4
月
1
日
に
お
い
て
、
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
平
成
28
年

3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
（
人
事

院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人

も
可
）

○
受
験
申
込
方
法　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
と
な
り
ま
す

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
し
込
み
専
用

ア
ド
レ
ス
（http://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

6
月
22

日
㈪
〜
7
月
1
日
㈬

○
第
1
次
試
験
日　

9
月
6
日
㈰

※
詳
細
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
（
☎
0
2
2
―
2
6
3
―
1
1
1
1

内
線
3
2
3
6
）
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
（
☎
0
2
2
―
2
2
1
―
2
0

 

2
2
）
へ

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

教
科
書
展
示
会

国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

（
高
校
卒
業
程
度
）

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

in 

神
室
山
」参
加
者
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

湯
沢
市
奨
学
生
追
加
募
集

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
生
涯
健
康
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。健
康
と
体
力
づ
く
り
、ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
し
て
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

6
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
／
午
前
9
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◯
参
加
料　

一
回
二
百
円

◯
申
し
込
み　

6
月
7
日
㈰
ま
で
、
湯
沢

市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
松
田
（
☎
73
4
7
6
1
）
へ

【
発
達
障
害
児
・
者
巡
回
相
談
】

　

発
達
障
害
に
関
し
て
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
19
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
二
階
会
議
室
21
、22

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
12
日

㈮
ま
で
、
秋
田
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う
秋
田
（
☎
0
1
8

―
8
2
6
―
8
0
3
0
）
へ

【
出
前
相
談
会
】

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
悩
み

ご
と
、
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
19
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
三
階
会
議
室
31

○
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
相
談

支
援
部
会
事
務
局
（
や
ま
ば
と
園
内
☎

42
2
1
4
1
）
ま
た
は
市
福
祉
課
障
が

い
福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

◯
と　

き　

6
月
11
日
㈭
正
午
〜
午
後
1

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
自
動
車
学
校

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

介
護
プ
ラ
ザ
す
ず
ら
ん

（
☎
78
1
2
9
4
）
へ

◯
と　

き　

6
月
18
日
㈭
午
前
8
時
30
分

／
市
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ
ビ
ー
集
合

◯
行
き
先　

新
庄
市
（
旧
矢
作
家
、
新
庄

城
址
、
戸
沢
家
菩
提
寺
「
瑞
雲
院
」）、 

金
山
町
方
面
ほ
か

◯
参
加
料　

二
千
円
（
昼
食
、
保
険
料
、

入
館
料
）

◯
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
5
日

㈮
ま
で
、
湯
沢
観
光
ガ
イ
ド
の
会
小
嶋

　
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
8
―
0
0
0
9
）へ

◯
と　

き　

6
月
21
日
㈰
午
後
3
時
〜
4

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

○
演　

題　
「
医
療
政
策
と
医
師
会
」

◯
講　

師　

齊さ
い

藤と
う

勝ま
さ
る

さ
ん
（
青
森
県
医
師

会
長
、
湯
沢
高
等
学
校
8
期
生
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
雄
勝
郡
医
師
会

（
☎
72
0
4
4
0
）
へ

◯
と　

き　

6
月
25
日
㈭
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
参
加
料　

無
料

◯
対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
を
所
有
し
、
自
宅
で
生
活
し
て

い
る
人

◯
種　

目　

ボ
ッ
チ
ャ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク

◯
申
込
期
限　

6
月
18
日
㈭
ま
で
所
定
の

申
込
用
紙
に
よ
り
左
記
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
福
祉
課
障
が
い
福

祉
班
、
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
備

え
て
あ
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
0
1
8
―
8

 

6
4
―
2
7
5
0
、
℻  
0
1
8
―
8
7

 

4
―
9
4
6
7
）
へ

◯
と　

き　

6
月
27
日
㈯
午
前
9
時
〜
正

午
／
横
手
駅
西
口
駐
車
場
へ
集
合

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

現
地
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

横
手
市
い
こ
い
の
森

◯
参
加
料　

百
円
（
保
険
代
）

◯
持
ち
物　

雨
具

※
小
雨
決
行
、
雨
天
時
は
中
止
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
自
然
観
察
指
導

員
連
絡
協
議
会
「
横
手
・
湯
沢
・
雄
勝
」

支
部
大
日
向
（
☎
0
9
0
―
7
7
9
2

―
5
1
3
5
）
へ

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
初
歩
を
学
ん

で
、
競
技
を
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分
／
午
前
9
時
40
分
受
け
付

け
開
始

◯
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
隣
）

◯
内　

容　

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
＆
キ
ャ
ッ
チ

ン
グ
の
練
習
、ア
キ
ュ
ラ
シ
ー（
的
入
れ
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
対　

象　

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
お
よ

び
そ
の
家
族
、
一
般
の
人
な
ど

◯
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
外
履
き

◯
定　

員　

60
人
程
度
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
10
日

㈬
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ー
イ
ン
グ
小
原
（
☎
兼
℻  
52

3
5
9
6
）
へ

【
金
属
加
工
科
】

・
定　

員　

15
人

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
】

・
定　

員　

18
人

【
電
気
・
通
信
施
工
技
術
科
】

・
定　

員　

15
人

【
工
場
管
理
業
務
科
】

・
定　

員　

15
人

◯
と　

き　

8
月
4
日
㈫
〜
平
成
28
年
2

月
2
日
㈫
／
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
3

時
40
分

◯
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

付
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
26
日

㈮
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
訓

練
課
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7

 

8
）
へ

初
心
者
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

ふ
き
の
と
う
秋
田
と

相
談
支
援
部
会

コ
ラ
ボ
相
談
会

第
11
回

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で

遊
ぼ
う

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

電
動
車
い
す安

全
運
転
講
習
会

湯
沢
市
雄
勝
郡
医
師
会

市
民
公
開
講
座

春
の
自
然
観
察
会

初
夏
の
自
然
に
触
れ
よ
う

平
成
27
年
度
湯
沢
雄
勝
地
区

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
民
バ
ス
ツ
ア
ー

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　ダムでは洪水時の放流に際して、警報を発し注意
を呼び掛けていますが、発電やかんがいなどのため
に普段でも放流を行っています。
　その放流量は、電力量やかんがい用水の需要によ
り変動しますので、晴天時であっても、皆瀬川の水
位が急に上昇することがあります。
　河川水位の上昇には、十分気を付けてください。
◯問い合わせ　
　皆瀬・板戸ダム管理事務所（☎46-2100）
　秋田発電・工業用水道事務所（☎018-839-2244）

皆瀬川の河川水位上昇に注意

　新しく事業を始めたい人などを対象に、経営
知識やノウハウ、経営資源を得るための場を提
供し、起業・創業を支援します。
※セミナーの内容など、詳細は市ホームページ
をご覧ください。
○と　き　▶セミナー：7月5日から26日まで
　　　　　の毎週日曜日（全4回）
　　　　　午前10時～午後4時
○ところ　市役所本庁舎2階　会議室25・26
○内　容　 ▼セミナー：起業するにあたり踏ま
　　　　　えておきたい知識の講義
　　　　　 ▼個別相談：個別の起業事案に対す
　　　　　る相談支援
○講　師　小室秀幸さん
　　　　　（㈱小室経営コンサルタント代表取締役）
○受講料　無料
○定　員　10人（先着順）
○最小催行人数　5人
○申込期限　6月29日㈪
○申し込み・問い合わせ　まるごと売る課商工
　労政班（☎55-8186）へ

こ むろひでゆき

まるごと売る課観光物産班（☎55-8180）へ
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17

2015.06.01
16



▲署名して協定書を取り交わしました

TOPICS トピックス

　

四
月
三
十
日
、
市
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株

式
会
社
お
よ
び
ヤ
マ
ト
マ
ル
チ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
と
、

「
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
」
と
「
高
齢
者
世

帯
向
け
リ
コ
ー
ル
製
品
回
収
の
取
り
組
み
」

を
進
め
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
リ
コ
ー
ル
製
品
の
情
報
を

自
治
体
の
配
布
物
と
し
て
高
齢
者
の
自
宅

に
宅
急
便
で
届
け
る
ほ
か
、
対
象
の
製
品

が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
商
品
の
回
収
を
行

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
全
国
で

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
達
先
の
高
齢
者
が
長
期
間
不

在
に
し
て
い
る
場
合
や
体
調
不
良
が
あ
っ

た
場
合
に
は
市
に
報
告
。
市
の
職
員
な
ど

が
直
接
訪
問
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
安

否
を
確
認
し
ま
す
。

　

齊
藤
市
長
は
「
今
回
の
協
定
に
よ
り
、

な
か
な
か
情
報
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
高

齢
者
が
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
市
民
の
安
心
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　　　「高齢者見守り支援」 と 「高齢
者世帯向けリコール製品回収の取り組
み」 に関する連携協定締結式

市民の安心・安全な
生活を目指して

▲左からヤマト運輸㈱末次龍一秋田主管支店長、齊藤市長、ヤマトマルチ
　メンテナンスソリューションズ㈱佐々木勉代表取締役社長

すえつぐりゅういち

さ　さ　きつとむ

※「土砂災害危険箇所」 は市役所や県建設部河川砂防課のホームページで確認できます。
•市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/hazardmap/kikenkuiki.htm
•県ホームページ　http://sabo.pref.akita.jp/webappsabo3/index_content.html

◯問い合わせ　県雄勝地域振興局建設部企画調査課（☎73-6164）または市総務課総合防災班（☎55-8250）へ

●気象情報に注意
　「雨が続いているな」と思っ
たら、テレビ、ラジオなどで、
気象情報や土砂災害警戒情報
に注意しましょう。
●避難場所などを確認
　もしものときに備え、避難
経路や避難場所を家族で確認
しておきましょう。危険を感
じたら早めに 「避難」 するこ
とが大切です。
※6月21日㈰に 「全国統一防災訓練」 を稲川地域で行
います。

　これからの季節、梅雨期に入り集中豪雨などによる土砂災害が多くなります。土砂災害から身を守るためにも、
普段から家のまわりの危険箇所を確認し、災害に備えましょう。

◆崖崩れの兆候
　•崖からの水が濁る
　•崖に亀裂が入る
　•小石が落ちてくる
◆地すべりの兆候
　•地面にひび割れができる
　•井戸や沢の水が濁る
　•斜面から水がふき出す
◆土石流の兆候
　•山鳴りがする
　•雨が降り続いているのに川の水位が下がる
　•川が濁ったり、流木が流れる

こんな前ぶれに注意

６月は『土砂災害防止月間』です

2015.06.01
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全国初

国道398号冬期通行止め解除の開通式、秋田経済同友会県
南移動例会、湯沢市消防団幹部会歓送迎会
湯沢市小町の郷公園竣工記念式典、稲川地区民生児童委員
協議会定例総会、前森公園愛護会平成27年度総会

191,500

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

４月分

合　　　計 26

1 20,000弔 慰 金 等

1 5,000協　賛　金

00祝金及び寸志

0 0

香典

湯沢釣友会主催釣大会

見　舞　金

2 15,500接　　　遇

22 151,000会　　　費

市長日誌（４月）

交際費報告

狛江市訪問（東京都）2日（木）
企業訪問（千葉県銚子市）3日（金）
踊り研究会　舞踊チャリティーショー5日（日）
雄勝小学校開校式、北都銀行湯沢支店長歓送迎会6日（月）
株式会社ＹＧＦ新工場竣工式・披露祝賀会7日（火）
湯沢東小学校入学式8日（水）
パルシステム・秋田南部圏食と農推進協議会第10回総会9日（木）
湯沢西地区「春の一斉クリーンアップ」12日（日）
湯沢市農業再生協議会通常総会、湯沢地区更生保護サポー
トセンター開所式、地域自治組織支援職員任命書交付式

13日（月）

国道398号冬期閉鎖の早期解除に関する要望会（宮城県仙
台市、栗原市）

14日（火）

法務大臣感謝状贈呈式15日（水）
社会福祉法人かむろ　複合施設すみれ竣工式・竣工記念祝
賀会

18日（土）

国道13号クリーンアップ開始式、第1回歌と踊りの祭典in
ゆざわ、愛宕公園愛護会　春の大清掃後の懇親会

19日（日）

湯沢市ジオパーク推進協議会総会20日（月）
秋田県ジオパーク連絡協議会通常総会（男鹿市）21日（火）
東北中央自動車道新庄湯沢間整備促進要望（東京都千代田区）22日（水）
湯沢市稲川地域老人クラブ連合会総会、こまち会総会23日（木）

24日（金）

27日（月）

第164回秋田県市長会定例会（仙北市）28日（火）
「高齢者の見守り支援」と「高齢者世帯向けリコール製品
回収の取り組み」に関する連携協定、定例記者会見

30日（木）

▲「高齢者の見守り支援」と「高齢者世帯向けリコール製品回収
　の取り組み」に関する連携協定であいさつをする齊藤市長

千年公園愛護会通常総会への献酒代、
湯沢記者会懇談会

社会福祉法人かむろ　複合施設すみれ
竣工記念祝賀会ほか

　

六
月
雨
月
、
新
緑
が
目
に
鮮
や
か
に
な
り
、
ウ
グ
イ
ス
、
カ
ッ
コ
ウ
が
鳴
い
て
、

初
鰹
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
早
苗
も
青
々
と
根
付
き
、
カ
エ
ル
の
声
が

に
ぎ
や
か
で
す
。
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
カ
月
、
念
願
の
東
北
中
央
自
動
車

道
の
事
業
化
も
契
機
と
な
り
、
湯
沢
市
工
業
団
地
に
こ
の
春
完
成
し
た
誘
致
企
業

（株）
Ｙ
Ｇ
Ｆ
は
、
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
三
宅
一
生
さ
ん
が
メ
イ
ド
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

に
こ
だ
わ
っ
た
高
級
婦
人
服
の
縫
製
工
場
で
、
創
業
時
七
十
三
人
の
正
社
員
新
規

雇
用
で
操
業
し
ま
し
た
。
湯
沢
市
の
雇
用
創
出
に
貢
献
い
た
だ
き
、
今
後
さ
ら
に

百
人
規
模
に
拡
大
す
る
予
定
で
大
変
あ
り
が
た
い
事
で
す
。
ま
た
、
山
葵
沢
の
地

熱
発
電
所
建
設
も
今
春
か
ら
本
格
的
に
工
事
が
始
ま
り
、
関
連
事
業
で
地
域
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
湯
沢
西
小
学
校
跡
地
に
は
、
社
会
福
祉
法
人

か
む
ろ
の
複
合
福
祉
施
設
「
す
み
れ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
翔
北
高
校
専
攻
科
介
護

福
祉
科
卒
業
生
な
ど
、
三
十
数
人
の
新
規
雇
用
ス
タ
ッ
フ
で
若
者
の
雇
用
に
も
貢

献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
家
族
は
何
人
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
、
湯

沢
市
平
均
三
・
一
人
で
、
五
十
年
前
は
倍
の
平
均
六
・
五
人
で
し
た
。
昭
和
五
十

年
前
後
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
で
年
平
均
二
百
万
人
誕
生
、
現
在
は
約
百
万
人
誕

生
と
激
減
し
て
お
り
ま
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
一
・
四
人
と
超
少
子
化
時
代
で
、

市
の
出
生
者
数
は
年
間
約
八
百
人
か
ら
二
百
四
十
人
と
約
三
分
の
一
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
人
口
も
一
億
二
千
八
百
万
人
か
ら
三
十
年
後
に
一

億
人
を
割
り
込
む
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
、
何
と
か
出
生
率
を
上
げ
て
い
か

な
い
と
、
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
、
将
来
日
本
社
会
、
地
域
社
会
を
支
え
て
い　

く
事
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

国
で
は
こ
う
し
た
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
、
地
方
創
生
戦
略
が
議
論
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
雇
用
創
出
、
子
育
て
支
援
策
な
ど
、
具
体
的
計
画
を
企
画
し
、
実
行
し
、

効
果
を
検
討
し
、
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
産
学
官
金
労
言
」

皆
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
社
会
的
に
、
時
代
的
に
い
ろ
い
ろ
な
要
因

が
あ
り
、
簡
単
に
は
解
決
案
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
諦
め
ず
、
お
の
お
の
の
分
野
で
、

英
知
を
結
集
し
努
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
一
度
、
自
分
の
身
の
回
り
、

家
族
、
地
域
を
見
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
す
べ
き
か
、
自
分
た
ち
で

何
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
基
本
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
地
域
に
誇

り
を
持
つ
こ
と
、
他
に
頼
ら
ず
、
ま
ず
自
分
で
や
る
こ
と
。
市
で
は
、
湯
沢
市
版

地
方
創
生
戦
略
の
策
定
に
当
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
懇
談
会
な
ど
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
具
体
的
な
ご
意
見
、
効
果
が
期
待
で
き

る
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

み
や
け
い
っ
せ
い

わ
さ
び
さ
わ
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男女共同参画・少子化対策
通信

2015.06.01
20

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

第
４
回
ゆ
ざ
わ

　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

五
月
六
日
（
水
）
に
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
湯
沢
店
特
設
会
場
で
「
親
子
で
ジ

オ
を
体
験
！
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
記
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ジ
オ
カ
フ
ェ
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
作
り
体
験
、
ゆ
ざ
わ

ジ
オ
パ
ー
ク
す
ご
ろ
く
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
ゆ

ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
は
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
鉱
石
・
岩
石
コ
ー
ナ
ー

で
結
晶
に
な
っ
て
い
る
の
が
き
れ
い
だ
っ

た
」「
湯
沢
の
見
ど
こ
ろ
の
パ
ネ
ル
展
で
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
小
安
峡
大
噴
湯
の
し
く
み
や

三
関
の
扇
状
地
の
説
明
を
聞
い
て
、
パ
ネ
ル

を
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
パ
ネ
ル
の
裏

側
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

三
関
の
さ
く
ら
ん
ぼ
が
な
ぜ
お
い
し
い
か
が

よ
く
わ
か
っ
た
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ

が
思
い
出
に
な
る
」
と
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　展示している岩石を観察後、専門員
より詳しい説明がされました。

鉱石・岩石展示コーナー

　手作りのパネルでジオガイドさんた
ちが湯沢の見どころを説明しました。　

ジオガイドが作った
　　　　見どころパネル展
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６月は男女共同参画
　　　推進月間です
６月は男女共同参画
　　　推進月間です
６６６６６６６６６６月月月６６月月月月はは月月はははは男男はは男男男男女女女女男男女女女女女女共共共共女女共共共共共同同共共同同同同参参参同同参参参参参画画画画画参参画画画画画画

推推推推推推推推推推進推進推進推推進進月進進月進進月月月月間間月月間間間でで間間ででですすでですすすすすすすすすすすすすすでですすすすすす
６月は男女共同参画
　　　推進月間です

　6月23日から29日までの 1 週間は、「男女共同参画週
間」です。
　内閣府では「身近な女性の活躍を地域ぐるみで応援
するキャッチフレーズ～女性の力を活かして元気な地
域社会をつくるために～」を募集し、応募総数 2,331
点の中から今年度のキャッチフレーズを決定しました。

○最優秀作品　「地域力×女性力＝無限大の未来」
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、
それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社
会」を実現するためには 政府や地方公共団体だけでな
く、市民一人ひとりの取り組みが必要です。市では、
推進月間に合わせ、男女共同参画の理解と関心を深め
ていただくよう、次の事業を開催します。
【図書コーナーの設置】
　男女共同参画に関する特設コーナーを設け、図書や
資料を展示します。
○と　き　6月15日㈪～30日㈫
　　　　　月～金曜日／午前9時30分～午後6時30分
　　　　　土・日曜日／午前9時～午後5時
○ところ　湯沢図書館
【仕事に役立つパソコン術講座】
○と　き　6月8日㈪、10日㈬、12日㈮
　　　　　午前9時30分～11時30分
○ところ　男女共同参画センターはあとぴあ
○内　容　Word の差し込み印刷
○定　員　10人（先着順／3回とも出席できる人）
○教材費　2,000円
○申し込み　6 月5日㈮まで、はあとぴあ　　　　　
　　　　　　（☎72‒5750）へ

出産祝い品贈呈事業を始めます

　6月1日から、本市オリジナルの婚姻届出用紙が、
㈱リクルートマーケティングパートナーズが運営する
Web サイト「まちキュンご当地婚姻届」のページか
らダウンロードできます。
　ダウンロードするためには、簡単なアンケートに答
えていただき、Ａ3用紙にプリントアウトするか、Ａ4
用紙でプリントアウトし、Ａ3用紙に拡大コピーする
必要があります。
　窓口に提出する用紙と2人の記念用の用紙がダウン
ロードできます。
　本庁舎市民ロビーには、記念撮影用のパネルを設置
しておりますのでご利用ください。

　子どもの出生を祝福し、子育て世帯の負担軽減を図
るため、出生と同時に本市に住民登録する子どもの親
に、出産祝い品を贈呈します。
　祝い品は、市内の登録店舗で粉ミルクやおむつなど
が購入できる「子育てクーポン券」です。
　窓口での贈呈は6月1日から行いますが、4月、5月
に生まれたお子さんには、別途お知らせします。

　子どもの育児・教育に係る経費の負担を軽減するた
め、市内加盟店で使用できる「わくわく子育て応援券」
を発行します。
　①対象　0歳から今年度末までに18歳に到達する　
　　　　　子どものいる家庭
　②金額　子ども1人につき、5,000円分
※対象年齢の子どもが3人以上いる家庭には、3人目か
ら20,000円（例：対象年齢の子どもが4人いる家庭に
は、50,000円分）。
　③応援券の交付　6月中旬に、市役所本庁舎、各総
　　　　　　　　　合支所で交付
※詳しい内容は、対象になる家庭に通知します。

○問い合わせ　企画課男女共同参画・少子化対策室
　　　　　　　（☎55‒8274）へ
※詳しくは市のホームページをご覧ください。

ちキュンご当地婚姻届
　　　　　　　　を始めます

ま

くわく子育て応援券を発行しますわ

第1回
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ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報
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○と　き 6月4日から平成28年2月18日までの木曜日／全17回
○ところ　総合体育館、Ｂ＆Ｇ海洋センターほか
○申し込み　総合体育館（☎72-6500）へ
○問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班へ

9月13日㈰に横手市で開催される駅伝大会の湯沢市代表選手は、市出
身者または市在住の人および市内の学校に在学している人ならびに勤務
している人で、主に下記の各大会の順位およびタイムを参考に選考します。
選手の皆さんの活躍を期待しています。また自薦他薦問わず、候補選手
の情報をお寄せください。多数の情報をお待ちしています!
小学生男子　 1.6㎞ 郡大会・県大会など1000m
小学生女子　 1.6㎞ 郡大会・県大会など800m
中学生男子　 3.3㎞ 郡大会・県大会など3000m
中学生女子　 2.5㎞ 郡大会・県大会など1500m
高校生男子　 4.5㎞ 県南大会・全県大会など5000m
高校生女子　 3.3㎞ 県南大会・全県大会など3000m
一般男子　　　5.2㎞ 全県大会など5000mまたは10000m
一般女子　　　3.2㎞ 全県大会など5000m
一般壮年（40歳以上） 3.3㎞ 全県大会など5000m

○と　き 7月6日から8月3日までの毎週月曜日／午後7時30分～8
時30分（1回のみの参加も可能）

○ところ Ｂ＆Ｇ海洋センター
○対　象 市内在住の18歳以上の人（高校生を除く）
○定　員 30人（定員になり次第締め切り）
○講　師　篠原育子さん（日本エアロビック連盟専門指導員）
○参加料 3,000円（傷害保険料含む）
○申し込み 6月26日㈮まで総合体育館（☎72-6500）へ

○と　　き 8月7日㈮
○参加資格 1.5㎞を15分以内、3㎞を20分以内、5㎞を45分以内、

10㎞を75分以内に完走できる小学4年生以上の人
○種　　目 ①1.5㎞（小学4～6年男女） ②3㎞（中学女子） ③5㎞

（中学男子・一般）　④10㎞（一般）
○参 加 料　小・中学生＝1,000円、高校生・一般＝3,000円
【開催要項で申し込みする場合】
6月19日㈮まで、各生涯学習センターや総合体育館などに備え付
けの申込書を添えて、最寄りの郵便局で送金いただくか、大会事務
局に持参してください
【インターネットでの申し込みする場合】
6月26日㈮まで、エントリーページ 「ＲＵＮＴＥＳ」
http://runnet.jp/ で、申し込みしてください
○問い合わせ　大会事務局
　　　　　　　（生涯学習課スポーツ振興班）へ

ススククカカ ルル ルル 中中中中中ルルル開ルクールクークーールスクススルースルルースースルンガンンガンガガガルカカ スクススクカカ ルルルカカンカカ 催中中中中中中催催中中カンガルルーーススクールールル開催開催中催中

アクアフィットネス教室

秋田秋田田２５５５２５２５５５市町村対抗駅伝駅伝市町村対抗駅伝村対抗抗町村 抗抗町市町村市市市市市
『『『ふるさとあきたランンンた ンきたランラランたランたララララたたきたき !!』』の選手選考についてにのの 手手の 考の選手選考についてつつに考手手選手の

ン大ソ 大会 参加者募大ンソンラソ沢七夕健康マラソン大マラソラソソン大ン大会

　半年間のプログラムで健康の維持・
増進を目指します。
○と　き 6月16日から12月1日まで
の毎週火曜日（全24回）／午後7時～
9時
○ところ　総合体育館、Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター
○内　容　有酸素運動、水中運動、レ
クリエーションスポーツ、体力測定、
体脂肪測定ほか
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指
導士）
○対　象　市内在住の18歳以上の人
（高校生を除く）
○定　員 40人（先着順）
○参加料 5,000円（保険料含む）
○申し込み・問い合わせ 6月10日㈬
まで参加料を持参の上、総合体育館
（☎72-6500）へ

○と　き 7月1日㈬、8日㈬、15日㈬、
8月27日㈭、9月3日㈭、7日㈪、10日
㈭／午後1時30分～3時（全7回）
○ところ Ｂ＆Ｇ海洋センター
○対　象　市内在住の 20歳以上の人
○参加料 1回400円
○定　員 30人（先着順）
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指
導士）
○申し込み 6月26日㈮まで、総合体
育館（☎72-6500）へ

【パークゴルフ場】 
　ジュニア用クラブもありますので、
家族でご利用ください。
【Ｂ＆Ｇ海洋センター】
6月20日㈯からオープン予定。

みうら けいき

みうら けいき
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しのはら いくこ

本をお届けします!　～湯沢図書館　宅配サービス～
　湯沢図書館では、高齢、体が不自由などで来館が困難なかたに、
本や点字図書、大活字本、朗読テープをお届けするサービスを実
施しています。詳細は、湯沢図書館まで。
＜利用できる方＞
　高齢者のみの世帯で交通手段がない、視覚や聴覚に障害がある
ため外出が困難など…
＜サービス内容＞
　毎月第二、第四火曜日にボランティアさんがご自宅まで図書な
どをお届けします。

湯

雄
湯

皆

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

田んぼの植物なるほど発見!
おばあちゃんがおばあちゃんになった日
おりがみでのりものおもちゃ
だいおういかのいかたろう

※5月1日号に記載した内容に誤りがありました。
　おわびして訂正します。

【誤】　日本百名山トレッキングコースガイド 上・下　川合　美絵
【正】　日本百名山トレッキングコースガイド 上・下　昭　文　社　

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

星野　義延
長野ヒデ子
いまいみさ
ザ・キャビンカンパニー

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎733040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎525387）、

湯

湯
雄

稲

雄
皆

世界のともだち 03 ブラジルわらうプランクトン

　世界各国の子どもたちの暮らし
を紹介する写真絵本のシリーズで
す。子どもたちの家庭生活や学校、、
遊びなどを通して、その国の暮ら
しや文化を知ることができます。　
　ブラジルのほか23か国（23冊）を
所蔵しています。将来、友達にな
るかもしれないだれかの毎日をの
ぞいてみませんか？

荒井　　修

三浦　康子

下重　暁子

ｔｔｋｋ（Ｋａｏｒｉ）

湯

稲
雄

皆

新新着着図書書案案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・
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　笑うプランクトンって見た
ことがありますか？もちろん、、
本当に笑っているわけではあ
りませんが、そんなふうに見
えるプランクトンがいるんで
す。顕微鏡を使わないと見ら
れないプランクトンの笑顔、
ぜひ見てみてください。

平井　明夫／著

浅草の勘三郎

赤ちゃん・子どものお祝いごとがわかる本

家族という病

今日も嫌がらせ弁当

▲宅配サービス利用者に届ける本を図書館職員から受け取る
　宅配ボランティア会員（左）

湯 雄

稲
と　き：6月20日㈯ 午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

と　き：6月6日㈯ 午前10時
ところ：雄勝図書館 児童コーナー   

と　き：6月27日㈯ 午前10時30分
ところ：湯沢図書館 児童室

☆おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を   
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。   

★おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を
募集しています。おはなし会の見学も可能です。

みんなの森 おはなし会

おはなし会おはなし会おはなしし会

みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みん
おはなしの会「 りおはなしのおはなしの会おはなしの会おははなししのの会「「「ひひまわりひまわりひまわり」」」」

一　般　前半

　　　　後半

童
　　　　後半 気!」

一 般 「 らしと環境を考える一　般　前半一　般　前半般 前半一

　　　　後半　　　　後半後半

児児　童　童児　
　　　　後半　　　　後半後半 雨でも元気雨でも元気雨でも元気元気!!!!」」

一　一　般般 「「「暮らしと環境を考える暮らしと環境を考える暮らしと環境を考える考える
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小町の郷公園がオープン!
小町の郷公園竣工式

2015.06.01
24

楽しい絵本がいっぱい
本とあそぼう全国訪問おはなし隊

▲テープカットを行い、公園の完成を祝いました

栗駒山山開き

▲残雪を踏みしめて登る登山愛好者

▲子どもたちは絵本の読み聞かせを楽しそうに聴いていました

夏山シーズンが到来!

　湯沢市小野にある「道の駅おがち」の隣接地に整備が
進められていた「小町の郷公園」が完成し、4月27日に
関係者ら約150人が出席し竣工式が行われました。小野
小町が過ごした平安時代をイメージした小町舞台の前で
テープカットが行われ、舞台では地元の保育園児による
歌と踊りが披露され花が添えられました。
　公園にある小町舞台や小町広場（芝生広場）は、市民
の皆さまが実施する地域イベントや行事などで使用する
ことができます。問い合わせや申し込みは、道の駅おが
ち（☎52-5500）へご連絡ください。

　
　5月6日、たくさんの絵本を載せたキャラバンカーで
全国各地を訪問している講談社の「本とあそぼう全国訪
問おはなし隊」が市役所本庁舎を訪れました。
　キャラバンカーには550冊もの本が積まれ、子どもた
ちはお気に入りの絵本を探し、野外に設置されたスペー
スで、目を輝かせながらページをめくっていました。
　その後本庁舎内では、おはなし隊や読み聞かせボラン
ティア「みんなの森」の皆さんが絵本の読み聞かせや紙
芝居を披露。家族連れで参加した人たちは楽しい時間を
過ごしていました。

　5月17日、もうすぐ到来する夏山シーズンに向けて、
栗駒山須川ビジターセンターで、登山者や観光客の安全
を祈願する安全祈願祭と登山シーズンの幕開けを祝い
テープカットが行われました。
　標高1,626メートル、秋田・宮城・岩手の三県にまたが
る栗駒山。登山道脇では高山植物が咲き始めていて、多
くの登山者が暖い春の陽ざしを浴び、草木が芽を出し始
めているのを眺めながら残雪を踏みしめ山頂を目指しま
した。

応募があった５事業が採択
提案型補助金事業公開プレゼンテーション

夢中で拾う子どもたち
じぇんこまき（森嶽神社）

▲各団体が事業内容をＰＲしました

木製品寄贈式および木育授業

▲木製の植木鉢を一生懸命作っていました

▲待ち構える子どもたちに笑顔で「じぇんこ」をまいていました

木のぬくもりを感じて

　5月5日、弁天地区森嶽神社で「じぇんこまき」が行
われました。
　「じぇんこまき」は、33、42歳の厄年や還暦を迎えた
人、新婚夫婦やこの地区から嫁いだ人などが、おはらい
を受けた後、無病息災や家内安全などを願い“じぇんこ”
（小銭）をまく伝統行事です。
　当日は、境内に集まった地元の子どもたち約100人が、
“じぇんこ”がまかれると、「ください」「こっち、こっ
ち」と大きな声を上げながら大喜びで拾い集めていまし
た。前日の4日には、同地区小森山胸形神社でも「じぇ
んこまき」が行われています。

　「参加・協働のまちづくり提案型補助金」へ申請した
市民活動団体がそれぞれの事業計画案を示す、公開プレ
ゼンテーションが4月26日、市役所本庁舎会議室で行わ
れました。
　提案型補助金は公益性のあるまちづくり事業に対し、
経費の一部を市が補助することで、個性豊かな独自のま
ちづくりを市民主体で進め、その「新たな公共の仕組み
づくり」の構築を目的としているものです。 
　今回は地域自治組織やＮＰＯなど5団体が応募・参加、
各団体とも評価市民会議委員や聴衆を前に、事業ＰＲの
ため熱弁を振るっていました。

　4月28日、雄勝小学校で木製品寄贈式および木育授業
が行われました。
　式では農林中央金庫の山本興一郎秋田支店長から雄勝
小学校の菊地真喜夫校長に目録が手渡され、木製品の演
台が寄贈されました。菊地校長は「演台は雄勝小学生皆
さんの財産。大切に使っていきましょう」と感謝の言葉
を述べていました。
　その後に木育授業が行われ、5・6年生81人が参加し、
木製の植木鉢を作りました。児童たちは慣れない手付き
ながらもお互いに協力し、枠を組み立てたりくぎを打っ
たりしていました。

やまもとこういちろう

きく ち ま き お



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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5.10
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90
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寺　沢　中
横　　　山
間　木　沢
西新町第１の２
酒　　　蒔
清　影　町
堂　ヶ　沢

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

日　吉　１
高　　　村
鍛治屋布１
中　　　央
小　　　沢
麓　　　１
上　　　野

72
78
43
91
93
91
66

4.28
4.29
5.11
5.11
5.12
5.12
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■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

町　　　後
上　中　通
十　日　町
八　　　丁
御　屋　敷
平　　　城
下　旭　町

78
89
88
48
100
83
78

4.28
5. 2
5. 3
5. 3
5. 7
5.10
5.10

剛
千鶴子
秀　敏
キ　ヨ
禮　二
博　実
雄　吉

柴 田　チ ヨさん
齋 藤　　 了さん
鵜 沼　キ ミさん
石 澤　 　正さん
小 野 夘之助さん
柴 田　義 弘さん
菅　　　フミさん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

落　　　合
小　　　安
小　　　安
皿　小　屋
中　ノ　台
菅　　　生

65
97
85
86
89
89

5. 5
5. 8
5. 9
5.12
5.12
5.13

千賀子
昭　七
ノ　ブ
弘
昭　治
大　樹

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

な　こ

み　お

らいと

はると

かのん

り　こ

とらのすけ　

佐 藤　菜 心ちゃん

小野寺 美 桜ちゃん

生 出　莉 土くん

新 山　陽 斗くん

神 原　花 音ちゃん

村 上　莉 子ちゃん

我 妻 虎之介くん

5. 2

5. 3

5. 6

5. 8

5. 9

5.11

5.11

松並表通り

両　　　神

大 島 第 ２

森　　　合

中学校通り

下　倉　内

柳　田　西

武志さん・百合子さん

邦浩さん・彩さん

良登さん・知里さん

知史さん・美津穂さん

聡さん・麗奈さん

貴大さん・実希さん

秀之さん・美智子さん

2015.06.01
26

徹
正　美
博　文
良　子
良　輔
脩一郎
俊　彦

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

の　あ

しゅんすけ

いちか

沓 澤　乃 彩ちゃん

根 元　俊 祐くん

阿 部　苺 花ちゃん

4.15

4.25

5. 1

八　面　２

梺　　　３

上　　　野

翔平さん・知香さん

豊道さん・典子さん

貴洋さん・洋子さん

岡 山　 　勇さん
菊 地 市四郎さん
大 澤　忠 治さん
井 川　克 彦さん
佐 藤　稠 藏さん
宮 原　リ ヱさん
菅 𠩤　郁 郎さん

米 山　晁 生さん
藤 原　文 夫さん
阿 部　　 宏さん
古 関 キン子さん
佐 藤　チ ヱさん
井 上 フミ子さん
栗 林　友 喜さん

5月15日届け出分まで

5月15日届け出分まで

髙 橋　惠 悦さん
沼 倉 カメヨさん
阿 部　誠 策さん
阿 部　忠 一さん
髙 橋　喜 市さん
髙 橋　吉 郎さんア　キ

守
潤　子
エリ子
和　明
信　雄
友　志

湯沢地域　　【誤】　阿 部 金次郎さん
　　　　　　【正】　阿 部 金治郎さん

広報ゆざわ5月1日号に記載した内容に誤りがありました。
おわびして訂正します。

● おわびと訂正 ●

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎558286）へ

2015.06.01
27

月月6
1

2

3

4

5

6

7

8

9

１０

11
12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25
26

27

28
29

30

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火
○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

●秋田県女性スポーツ推進委員交流のつどい〔総合体育館〕
●郡市中学校総体ハンドボール大会〔羽後町総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前9時～午後6時（小中学生・高校生）

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ１才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／手作りおもちゃ製作
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前9時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前9時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○ゆざわ新鮮楽市

●湯沢市8人制バレーボール大会〔総合体育館〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後6時～10時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前10時～11時30分

○ゆざわ新鮮楽市

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ0才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／手作りおもちゃ製作
●郡市中学総体陸上競技大会〔～4日、稲川陸上競技場〕

○雄勝図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日

6月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！

○毎月第4火曜日／10:00～12:00（要予約）
　　　　　　　    17:30～20:00（要予約）
※9月、12月、3月は第3火曜日　
○問い合わせ　左記湯沢保健所健康・予防課へ

今受けよう！～無料で匿名のエイズ検査今受けよう！～無料で匿名のエイズ検査

湯沢保健所で無料・匿名のエイズ検査を受けてみませんか？
ＨＩＶ検査普及週間　６月１日～７日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時

○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

○ゆざわ新鮮楽市

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・育児講座｢楽しく歯磨き｣
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前9時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前9時～正午（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市
○湯沢図書館休館日

●郡市中学校総体剣道大会〔羽後中学校体育館〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前10時～11時30分

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室開講式〔総合体育館〕午後7時～9時
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時 ○ゆざわ新鮮楽市

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

●一般開放〔体育センター〕午前9時～正午（高校生を除く一般）

●全県高校総体ハンドボール大会〔～9日、総合体育館〕

●グラウンドゴルフサーキット第2戦〔役内河川敷〕午後1時30分～
●一般開放〔体育センター〕午後6時～10時（高校生を除く一般）
●郡市中学校総体バスケットボール大会〔～21日、総合体育館、
　湯沢東小学校体育館〕
●郡市中学総体野球大会〔～21日、稲川野球場、雄勝野球場〕
●郡市中学総体バレーボール大会〔～21日、羽後町総合体育館〕
●郡市中学総体卓球大会〔～21日、東成瀬中学校体育館〕
●郡市中学総体水泳大会〔大曲中学校プール〕（県南合同開催）
●郡市中学校総体柔道大会〔湯沢北中学校武道場〕

●ミニバスケットボール東北電力旗予選大会〔～28日、総合
　体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前9時～午後6時（小中学生・高校生）

種類実施時間実 施 場 所日にち

29日㈪

18日㈭ １５：３０～１６：２０

９：４５～１２：００

１４：００～１６：００

㈱ く ら た 本 社 工 場

秋 田 県 湯 沢 警 察 署

国土交通省湯沢河川国道事務所

全血

○問い合わせ 湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

○と　き　6月21日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー
●一般開放〔体育センター〕午後6時～10時（高校生を除く一般）



ひ　　と

第
　

　
回

百
二
十

広報

6.1  Vol.244
■発行日／2015.6.1
■発行／湯沢市　■編集・デザイン／総務部総務課　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　（TEL0183-73-2112、FAX73-2117）
■ホームページ／http://www.city-yuzawa.jp/　　■広報へのメール／koho@city.yuzawa.ｌｇ.jp　■市長へのメール／shicho@city.yuzawa.ｌｇ.jp

　本番さながらの緊張感の中、鏡で歩き方を
確認したり、先輩小町娘から指導を受けたり
しながら所作の一つ一つを丁寧に確認してい
きます
　

や

ち
よ
り

　
小
野
小
町
生
誕
の
地
と
し
て
長
年
行
わ
れ
て
い
る

歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
「
小
町
ま
つ
り
」。
小
町
娘
七

人
は
、
今
月
の
本
番
に
向
け
、
平
日
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
、
先
輩
の
小
町
娘
か
ら
の
指
導
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下
、
立

ち
居
振
る
舞
い
や
し
ぐ
さ
、
礼
儀
作
法
な
ど
を
練
習

し
て
い
ま
す
。

　
日
常
と
は
違
う
動
作
に
初
め
は
筋
肉
痛
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
練
習
に
伺
っ
た
日
は
「
歩

く
と
き
の
足
の
運
び
」、「
市
女
笠
の
着
け
方
」
な
ど

を
丁
寧
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
七
人
の
動
作
一
つ

一
つ
か
ら
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
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第
四
十
八
代
小
町
娘
の
大
役
を
務
め
る
の
は
、
箭

田
千
代
里
さ
ん
（
22
・
秋
ノ
宮
）、
高
橋
沙
稀
さ
ん

（
21
・
幡
野
）、
近
藤
紗
江
さ
ん
（
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・
三
関
）、
佐
々

木
麻
衣
さ
ん
（
21
・
幡
野
）、
大
沼
愛
実
さ
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（
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・
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関
）、
斉
藤
鈴
加
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赤
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さ
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（
20
・
小
野
）
の
七
人
。
四
月
二
十
五

日
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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七
人
の
小
町
娘
に
本
番
に
向
け
て
の
抱
負
な
ど
を

伺
う
と
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普
段
気
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使
っ
て
い
な
か
っ
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ろ

に
も
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配
る
よ
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な
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い
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い
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先
頭
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緊
張
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後
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の
み
ん
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安
心
し
て
で
き
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よ
う
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張
り
た
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田
さ
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せ
場
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で
特
に
練
習
し
て

い
ま
す
。
練
習
は
大
変
で
す
が
、
先
輩
か
ら
教
わ
っ

た
こ
と
を
身
に
つ
け
て
、
本
番
で
は
美
し
い
小
町
娘

を
見
せ
た
い
で
す
」（
高
橋
さ
ん
）、「
一
つ
一
つ
の

動
作
を
み
ん
な
で
確
認
し
た
り
教
え
あ
っ
た
り
し
て

作
り
上
げ
て
い
く
の
が
楽
し
い
で
す
。
七
人
で
息
の

合
っ
た
立
ち
居
振
る
舞
い
を
し
た
い
で
す
」（
近
藤

さ
ん
）、「
自
分
の
た
め
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
充
実

し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

か
た
の
た
め
に
も
本
番
の
成
功
に
向
け
、
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
ま
す
」（
佐
々
木
さ
ん
）、「
練
習
は
厳

し
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
美
し
い
所
作
な
ど
勉

強
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
歴
代
の
先
輩
た
ち
の

よ
う
な
小
町
娘
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」（
大
沼

さ
ん
）、「
日
常
で
も
き
れ
い
な
姿
勢
な
ど
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
伝
統
あ
る
小
町
娘

を
私
た
ち
ら
し
い
笑
顔
、雰
囲
気
で
見
せ
た
い
で
す
」

（
斉
藤
さ
ん
）、「
応
援
し
て
く
れ
る
職
場
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
七
番
目
な
の
で
前
の
人
の
動

き
に
合
わ
せ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
本
番
で
は
七
人

に
し
か
で
き
な
い
小
町
娘
を
披
露
し
た
い
で
す
」（
赤

平
さ
ん
）
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
小
町
ま
つ
り
は
、
六
月
十
三
日
（
土
）
に

宵
祭
が
、
十
四
日
（
日
）
に
本
祭
が
小
町
の
郷
公
園

を
会
場
に
行
わ
れ
、
小
野
小
町
が
詠
ん
だ
七
首
の
和

歌
を
奉
納
し
ま
す
。
伝
統
を
受
け
継
ぐ
七
人
の
小
町

娘
の
晴
れ
姿
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伝
統
を
受
け
継
ぎ
優
雅
な
姿
を

　
　
　
　
　
　
　
本
番
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
る
「
小
町
娘
七
人
」

さ
さ

ま
い

い
ち
め
が
さ

こ
ん
ど
う

さ
え

た
か
は
し
さ
き

さ
い
と
う
す
ず
か

お
お
ぬ
ま
ま
な
み

だき

あ
か

ひ
ら
ゆ
う
き
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